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コ ン プの 増 養 殖 に 関 す る研

I. コ ン プ養 殖 試 験

三木 文輿 ･ 植木 竜夫

は し が き

昨年度に引続き促成栽培について試験を行な うと共に 2年コンプ養殖vcつVlて調査した.

促成栽培につtハては､種苗生産技術の検討､適種選定のための種苗培養および比叡養成試験を行ない､

2年コンプ養殖vcつし､ては､収量調査､施設改良試験を実施した.

1. 促成種苗培養試験

試験場所 :センタ-

試験期間:昭和45年 10月へ 2月

試験方法

第 1回試験:県内各地の試験用種苗生産のため行覆ったが､母藻は易国間産マコンブ､易国間産

養殖ヤヤンコンプを使用した｡ 遊走子付けは 10月4日に行ない遊走子数は1視野

(× 1001当 り20個と し､コレクター投入後1日間静置して増量した｡培養は

恒温槽vCよ り48eアク リル水槽 (採苗糸100m収容)を使用 し､ 12℃､7,000

Lux､ 18時間照明 (11月 1日以後14時間照明) としたO培養海水は 70℃殺

菌ろ_過海水､ ES培養液添加で､ 10日毎換水とした｡

第 2回試験 :使用 した母藻は易国間産マコンブで､遊走子付けは 12月21日に行なったが､遊

走子付けおよび培養海水は第 1回試験と同様である｡培養は照明時間別培養 (1,200

Lux､ 15時間､ 19時間 30分､ 24時間) とろ過海水に よる培養 (1,200Lux

19時間30分照明) を行なった｡

試 験 結 果

第 1回培養試験では 11月 1日､ 11月24日にそれぞれ最大 0､5C恥 lmVC達し､ 11月 11

日～ 11月 24日の間に垂下養成が行なわれた. 生産した種苗はマコンブ240m.､ヤヤンコンプ

600m討 840mで､ 前者は県内 9ヶ所に180m､県外 1ヶ所に30m､後者は県内9ヶ所に

480m,､県外に30m配布した｡

第 2回試験の結果は第 1表のとお りで､ 約1ケ月後には 5m-15mmの芽胞体に生長した｡ 24

時間照明は生長乃良い芽胞体 もあ- たが､発生VCムラがあ り種苗として適当でなかった｡ またろ過

海水による植苗は使局可能であるが海水､糸の よこ､れ､芽落ちがみ られた｡以上U)試験の結果か ら､

照明時間 15- 19時間､ES培養液添加が安全 と思われる｡
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第 1表 照明時間別培養経過表

12月24日 12月28日 1月 5日 1月 9 日 1月16日 1月22月

1月 29日15 時 間 G G S 50p S 70〟 S 90F

L S 500P S 5mm19時間30分 〟 〟 〝 100IL 〝 12〔)

〟 〝 5DOjL 〝 5nLa 〝 7mm24 時 間

〟 〟 G 〝 200〃 G 〝 5mm 1.5mm19時間30芽 〟 〟 Sloop 〝 100jL 〝 200iL 〝 5mm

〝 10数:ろ過海水 G:配偶体 S:

芽胞体2 促 成 コ

ンプ養殖 試験試 験

場 所下北部

風間浦村易国間地先試 験 期 間昭和 46年 5月- 8月試 験 方 法昭和44年 12月v

C押出しした 3種類の室内培養種苗 (看珠産ヤヤンコンプ t〕Fl､易国間産養殖ヤヤンコンプt】F2､易

国間産マコンブIFl) および 2種類の海中培養種苗 (看珠産ヤヤンコンプ､ 易国間産マコンブ) につ いて 5月～ 8月の問コンプの葉長､葉巾､湿重量などを測定し､末枯れ､子嚢鼠形

成､付着生物V

Cついて観察した.施設は水平延絶式で養成水深は 5m,とした.試 験 結 果測定結果は第 2表に示したが､最も成長か早いコンプでは 130日で 5mに

達 し､ 1日平均 3.8cmの伸長を示 し､一般に 1日平均約2mの伸長を示した｡5月､ 6月におけ

る測定結果では､T]Fl､UF2共葉長､葉巾は平均約 250- 280の､ 23-25cmであまり変らないが､湿重量は平均約

390gから約500- 600gと増加し､ 6月vcはやや末枯れ現象を示した｡IFlは 5月､ 6月では葉巾は平均約16cTTLと変ら夜Vlが､葉長は平均約 200cmから平均約3

20cYnと成長 し､湿重量 も平均約 250才から約4009と増加した.7月下旬ではT〕F.

､ t】F2 共葉巾は若干増加 したが､葉長は平均約 200mと末枯れが甚だ しく､このため湿重量が減少する個体 もあったo IFl は目立1た変化はみ られなかったが､ 3

種類共ヒ ドロ虫の付着がみられた｡また海中培養種苗UFl は小型であ-iた｡その後も調

査する計画であったが､急潮vCよる施設移動のため調査不能と在ったOむつ摘関根地先の測定結果に よっ

て補足すると､室内培養によるUFl ､UF2 は易国問地先の一7月下旬と同様 な値を示 したが､

室内および痔中培養による IFl は葉長､菓巾､湿重量共か射 フ大 きい値を示 Lた｡しかし､ 4種

類共ヒ ドロ虫､ コケムシが菓体の約 50-60%の部分にかな･9付着してし､た｡以上のことか ら､t〕F



面で問題 と浸ることが予想される｡ IF. はやや菓巾の狭い欠点はあるが､管理による品負向上の可

能性があると思われる.付着生物は 7月中旬頃か らみられ8月vcは急敵に増加し品負と生産を低下さ

せるので､今後の課題である〔

第 2表 促成コンプ測定表

調査月日 種 類 個体数 葉 長 葉 巾

温 重 量5. 2 T】Fl 50 155- 585L."i(266.6) 15 -56(.'fn(24.5) 145- 67

5g(595.5).〟 Uf'2 15 117- 400 (27?.0) 19 - 51.5(2ま 5)

165- 650(584.6)〟 ⅠFl 15 152～ 5]0 (192.5l 10 -

24 (相.8) 65- 420(251.0)6. 6 ー】Fl 12 165- 541 (259.5)

20 -55 (25.4) 560- 846(578.4)〟 UF2 15 180- 555 (276

.Ol 21.5-52 (25.5) 290- 780(504.5)〟 ⅠFl 17 250- 5

20 (520.5) 12.5- 18 (15.8) 187- 520(415.8)7. 24 UP I

22 107- 508 (182.2) 22 -54 (2a5) 595- 840(555.0)〟 UF2 18 152- 560 (218.Ol 185-50 (25.7) 240J- 800(441.5)

I〝 lFl 19 200J,- 404 (526.7) ll -17 (15.4) 260- 540(

405.0)〟 T]FlB 24 84- 195 (161.6) 16 -27 (22.0) 140- 44

0(276.6)8. 12 T]F1 47 78- 550 (200.2) 15 -55 (25.

4) 150-1,560(524.2)〟 ー】F2 50 110- 255 (158.8) 1

2 -50 (a O) 155- 660(242.7)〟 ⅠFl 20 155- 600 (541.4) 14 -29 (20.9) 109-1,碑0(685L9)

〟 IFl# 15

240 - 680 (470.7) 柑 -29 (184) 575-1,600(899.7)8.

12:関根地先 ･B:海中培養種苗 ( ) :平均値3 2年 コンプ養殖 について野牛地先

におけ るコンプ蕃殖試験は昭和37年天然採苗底延縄式1ケ銃によって始められ､ 1年コンプとして商品価値がなかったため 2年コンプ養殖を試み､

昭和39年に生産可能の見通しを得た｡そ して昭和43年桃仁約2.500mの底延縄施設が設置さ

れ､昭和45年頃に収獲されたが､本年度

は収量調査､施設改良試験を行なった｡収量調査 :2施設 (水深10m)か らm当 りのコンプを採集洲定し､また

天然コンプ (水深4m,)と比較 したが､その結果は第 3表に示した｡7月17日採集標本の合計湿重量､乾燥重量､製品重量は

養殖コンプでは 35KP､ 5.2K9､ 3.5KP天然コンプでは 13.6KP､ 3Kp､ 2,4Kpで 乾燥歩留り15%､ 22% ､製品歩留 り10%

､ 17.6%であった∩これらの歩留 りを比較すると､tハずれ も天然コンプの方が高い値を示しているが

､ これは水深の差や養殖コンプに所謂 〝耳〝 の部分が多いためと思われる○また 7月29日のm,当り湿重量は約 30KPで製品重量 3KP

と推定 され､ 2回の収量結果からm,当り製品重量約 3Kgの生産が期待出来ることに浸 り､ 100mVC



れ他の約 60% のローブは流失などにより採取不能と浸った.
'句,

ローブ800mから長切 りコンプ 1､ 2､ 3､ 4等､等外それぞれ約15､101､･319､158､

109KP封約700KPが生産され､等級別単価か ら生産金額は約 75万円と浸る.この結果か ら100

m当 り約10万円の生産と在る.夜お8月中旬以後採取 したものは付着生物が多く､殆んど4等､等

外であった｡

次にやや好結果を得た例を第 4表vE示 したが､ 100m当 り約130KP､約 15万円の生産を示し､

今回の調査から100m当 り約150- 200KP､約 15- 20万円の生産が可能であると推定され

るが､流失防止､付着生物夜どに課題が残されてVlる.

施設改良試験:流失防止および管理の俵を考慮して昭和45年 12月6日改良型アンカー(チェー

ン10m,何)による施設を設置 したが､資材費は100m施設で約33.000円である｡

第 3表 2年コンプ測定表

調査月日 区 分 個体数 葉 長 葉 巾 堤 .重 量 乾 燥 重 量

製 品壷 量7. 17〟7. 29 養 殖天 然養 殖 60

cm a 9 9 9110ノ-572 ll--28 2001- 1,4
80 40- 250 20′-182r60〕 (214)

(19) (850) (91) (58)15 127- 594 14- 29p280- 1,200 52-.282 56- 219

〔15〕 (500) (20) (857) (175)

(化0)24 150--512 17
--50 4]0- 1,800r54〕 (246J) (24)

(1.295)〔 〕:採集個体数 ( ) :平均値

第4表 2年コンプ収量結果表施 設 1 等 2 等 3 .等 4 等 等 外 討 合計金額 100m#ABCDE m90502510050 Kク5.757.5 ll.2557.557.5 67.557.515.0占0.050.0 26.257.557.5 ll.25 12057.5_5015567.0 千円121585514885 150fKE150_1051181201401

55148




